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一般社団法人日本書字文化協会 

第 13 回全国書写書道伝統文化大会 

～ 指 定 課 題 ～ 
第 13 回全国書写書道伝統文化大会（全国年賀はがきコンクール、全国学生書き初

め展覧会）は令和 7年 1月 20日（日）に締め切り予定です。 

自由課題(書き初め展のみ)は、学習指導要領に準拠 

 全国学生書き初め展には自由課題の部があります。自由課題文言は書写書道教科書

からとるなど自由ですが、使用する漢字の学年配当等について学習指導要領に準拠し

ていることが求められますのでご注意ください。つまり、その学年ではまだ習ってい

ない漢字は使えません。何という文言を書いているか、出典名を作品の下に貼る出品

票に必ずお書きください。 

課題の文言が同じでも用紙の大きさが違えば 3点まで応募できますが、審査結果に

よる授賞は再上位の 1点だけとなります。 

◆使用漢字 

学年後半のコンクールなので、該当学年で習う漢字を使っています。令和の令は 4

年生配当、元旦の旦は中学生で習う常用漢字です。 

◆用紙の大きさ等 

用紙の大きさ、名前の書き方などは、第 13 回実施要項の出品料等まとめた出品規

定表にあります。ご参照ください。 

 

 

全国年賀はがきコンクール＜指定課題＞ 

＊指定用紙は書文協作成応募用紙または郵便はがき（詳細は書文協へ）  

◆年少・年中   

みらい 

（なまえ） 

◆年長 

おめでとう 

（なまえ） 
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◆小１ 

おめでとう 

たのしくあそぼうね 

七年正月 

小一（しめい） 

◆小２ 

おめでとう 

はつ日を見ようね。 

七年正月 

小二（しめい） 

◆小３ 

明けましておめでとう 

朝ごはんをしっかり食べ 

ます。 

七年正月 

小三（しめい） 

◆小４ 

新年おめでとう 

ございます 

川でつながる海と山を 

大切にします。 

令和七年正月 

小四（氏名） 

◆小５ 

新年おめでとう 

ございます 

富士のように動じない、心の 

美しさを持ちたいです。 

令和七年正月 

小五（氏名） 

◆小６ 

明けまして 

おめでとうございます 

中学生になったら地域のボラ 

ンティア活動に参加します。 

令和七年正月 

小六（氏名） 
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◆中学（楷書、行書同一） 

明けまして 

おめでとうございます 

問題を自分で考え、何が 

良いか判断して行動でき 

るようにします。 

令和七年正月 

中一、二、三（氏名） 

◆高・大・一般（行書） 

恭賀新年 

能や書道、俳句や和食など 

日本の文化を、広く世界に 

紹介したいと思います。 

令和七年正月 

（氏名） 

 

 

 
 

 

 

全国学生書き初め展覧会＜指定課題＞ 

* 指定課題の用紙は、幼年～小２は半紙、小３～中３は八ツ切、高校・大

学生は半切です。(他自由課題の用紙等、実施要項を参照） 

◆年少・年中  り 

         （なまえ） 

◆年長  え 

      （なまえ） 

◆小１  つる 

       小一（しめい） 

◆小２  ゆめ 

       小二（しめい） 

◆小３  つよい心 

       小三（しめい） 
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◆小４  生きる力 

       小四（氏名） 

◆小５  世界の子  

       小五（氏名） 

◆小６  夢の実現 

       小六（氏名） 

◆中１（楷書・行書）公平無私 

           中一（氏名） 

◆中２（行書）  限界に挑む 

          中二（氏名） 

◆中３（行書）  友好の精神 

          中三（氏名） 

◆高校 

＜漢字＞ 夕陽無限好 

＜かな＞ 初日さす硯の海に波もなし 

◆大学 

＜漢字＞ 春風先發苑中梅 

桜杏桃梨次第開（白居易） 

＜かな＞ 新しくめぐり来れる年のむた  

わが若き友よひとしく立たな（斎藤茂吉） 


